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　 3Ba− 4 　 　 　 　 　 水 稲 葉 の 窒 素 含 盤 、 R ． BPC 。 se の 晶 種 間 差 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 光 合 成 の 関 係

　　　 　　　 　　　 　　　 　 牧 野 周 、
q
横 田 聡 、 前 忠 彦 、 大 平 幸 次 （束 北 大 ・農 ・農 化 ）

　 　 　 作 物 の 生 産 牲 向 上 の
一

つ の 方 向 と し て 生 産 力 の 基 礎 と な る 光 合 戒 能 の 改 菩 が 考

　 え ら れ る 。 最 近 、 当 観 究 塞 の 牧 野 ら は 、 水 稲 鯔 葉 の 大 気 条 件 下 に お け る 最 大 光 合 成

　 連 度 炉 主 に 、 カ ル ビ ン サ イ ク ル の CG2 固 定 酵 素 で あ る 　 ribvlose 　 bisphosphate

　 carboxylase （RuBP ．Case ，EC　 4 。1．1 ．39 ）の タ ン パ ク 含 璽 と そ の 酵 素 的 性 質 か ら 定 量 的

　 に 説 明 さ れ う る こ と を 明 ら か に し た 。

　 　 　 本 実 験 で は 、 数 品 種 の 承 稲 を 用 い て 個 葉 の 全 窒 素 含 量 。R
’
uBPCase タ ン パ ク 含 量

　 　・RvBgCase の 酵 泰 的 性 貿 と ガ ス 代 謝 法 に よ 翰 湖 定 ざ れ る 光 合 峨 特 性 （後 述 ） が ど の

　 よ う な 開 係 に あ る か 、 ま た こ れ ら に つ い て 品 種 闘 に 差 異 が あ る か ど う か を 調 べ る こ

　 と を 目 的 と し te 。

　 　 　 材 料 と し て は 、wwO　pa 　 s　a　t　i　v　a し． の 申 か ら 。 日 本 型 水 龝 の 　 日 本 階 ．亀 ノ 尾 、

　 お よ び ク ロ ロ フ ィ ル 含 鑾 が 顕 著 に 少 な い 黄 色 亀 ノ 羅 、 ま た イ ン ド 型 水 轤 か ら は 、 タ

1欝 灘 膿 謙 挙贏梟皺梶謙 鸞』諾認 覧灘 議警
肇 　葉 コ ン ダ ク タ ン ス 、 お よ び 細 胞 筒 COe 濃 度 （pC ； ） を 瀏 竃 、 ま た RuBPCase の タ ン パ ク

　 ．含 量 お よ び 酵 素 的 性 質 ・ 全 窒 素 含 堂 を 調 べ 泛 e

　 　 　 そ の 結 果 、 光 強 度 2000 μ nel 　 quanta 　 m
’2s − 1 （full 　 sunlight ）、　 外 気 CO2 濃 度髣

　
1350pall − i

の 条 件 下 で は 、 葉 面 積 あ ta　l」 の co ・ 同 化 連 度 に 品 種 問 の 差 異 力購 ら れ ．、

　 Levang 　 Tavng が 最 も 高 く 、黄 色 亀 ノ 尾 が 鑑 も 低 い 傾 向 を 示 し 海 。

　 　 　 側 葉 の 金 窒 絮 含 疉 と RuBPCase タ ン パ ク 童 と の 澗 に は 、 き わ め て 強 い 正 の 相 関 闃

　 係 が み ら れ 、 し か も 、 日 本 晴 と Leuang 　 Tavng は 、 1司 一
直 線 上 に 回 帰 ざ れ 、 品 種 問 差

　 は な か っ た 。
．一

方 、 鰯 葉 の 全 窒 素 含 量 と CO2 同 化 速 度 の 問 に は 、 正 の 相 関 が み ら れ

　 全 窒 素 あ た り の CO ？ 同 化 速 蔑 は Leuang 　 Ta 瞞 g が 日 本 晴 に 比 し て 高 い 傾 向 に あ っ た e

　 、同 時 に 全 窒 素 含 塑 と 葉 コ ン ダ ク タ ン ス に お い て も 正 の 相 鬨 が み ら れ 、 日 本 晴 の 方 が

　 全 窒 素 あ た り の 葉 コ ン ダ ク タ ン ス は 高 い 傾 向 に あ っ た 。

　 　 　 次 に 、縞 胞 聞 C碗 驫 度 と CO2 同 化 速 度 の 関 鎌 く A ：p 軌 eurve 冫 を 亀 ノ 尾 と 黄 色 亀

　 ：ノ 尾 で 比 較 し 艶 結 果 、 黄 色 亀 ノ 尾 が よ む 低 い pCi で CO2 同 化 速 度 A が 艶 和 に 達 し 、

　 そ の 最 大 速 度 は 、 亀 ノ 尾 よ り も 顕 著 に 小 さ か っ た 。　 ま ta。親 培 時 の 窒 素 レ ベ ル と

　 A ：pCT 　 curve と の 鬨 係 は 、 岡 一 晶 種 内 で は 窒 素 レ ベ ル が 高 い ほ ど 最 大 速 度 が 大 き く

　 頼 き も 大 き く な る こ と が み と め ら れ 艶 が 、 日 本 晴 ・亀 ノ 尾 ・Leu
’
ang 　 Tawng の 三 載 培

　 品 種 問 の 差 異 は 、 黄 色 亀 ノ 尾 と の 差 異 に 比 べ て 小 さ か っ た 。

　 　 　 さ ら に 、 日 本 騎 。亀 ノ 罵 。しeuang 　 Tawng の 三 栽 培 品 種 問 に は 、　RuBPCase の 酵

　 sc 的 性 質 （ K
。

・ v
。，x

） に は ・ 差 異 力s み と め ら れ な か っ た ・

　 　 　 以 上 の よ う な こ と か ら 、 錮 葉 の C   2 同 化 速 度 は 、 葉 の 全 窒 素 含 量 と RuBPCase タ

　 ン パ ク 含 壁 に 依 存 し て お り 、 裁 培 驫 種 聞 の 差 は 、葉 コ ン ダ ク タ ン ス に み ら れ る 程 度

　 の も の で 、 ポ テ ン シ ke ル な 光 合 成 能 力 は 、 水 稲 栽 培 品 種 閥 で は 、 か な り 固 定 さ れ た

　 も の で あ る こ と が 示 唆 さ れ 炬 。
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